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１　はじめに
野菜の加工・業務用需要の割合が高まり
つつある中で、近年需要が増加していると
いわれているカット野菜・サラダ（生食用
簡便野菜、調理用簡便野菜、味付け・調理
されたサラダの３種類に分類）（注１）の消費
者の購買動向を把握するため、平成28年
３月に実施したカット野菜・サラダの消費
動向調査の結果概要を報告する。

注１：生食用簡便野菜：キャベツの千切りパッ
ク、数種類の野菜がカットされたミックス
野菜などサラダの具材や揚げ物に添えるな
ど主に生食で食べるもの。

　　　調理用簡便野菜：野菜炒めや煮物用、きん
ぴらごぼう用、鍋物用などの調理キット野
菜。

　　　味付け・調理されたサラダ：ドレッシング
などで味付けされたサラダおよびポテトサ
ラダなど調理されたサラダ。

２　調査の方法
調査は、web調査により、カット野菜・
サラダを購入している20 ～ 79歳の男女
（計1500サンプル）を抽出し、表のとお
り年代ごとに①独身者・単身者、②共働き
世帯、③専業主婦の３つに属性区分して実
施した。

調査･報告

カット野菜・サラダの消費動向調査の概要

野菜需給部

【要約】

カット野菜・サラダは、９割がスーパーマーケット・生協などで購入され、生鮮野菜の価
格にかかわらず利便性・経済性を重視して購入する者は４割を超える。必要量だけ使え、調
理時間も短縮でき、好きな商品を選べることなどが高く評価され購入されている。
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３　調査結果の概要
（１）購入場所、種類
カット野菜・サラダを購入する場所は、

「スーパーマーケット・生協等」が95.5％
と最も高く、次いで「コンビニエンススト
ア」が30.1％となっている（図１）。

属性区分別にみると「スーパーマーケッ
ト・生協等」は、独身か否か、男女を問わ
ず全ての区分において購入する割合が９割
を超えている。「コンビニエンスストア」
は、男女とも独身者・単身者が購入する割
合が約４割と比較的高くなっている。

年代 属性区分 サンプル数

20～ 29歳
独身者・単身者 男性 50 女性 50
共働き世帯 男性 50 女性 50
専業主婦 女性 100

30 ～ 39歳
独身者・単身者 男性 50 女性 50
共働き世帯 男性 50 女性 50
専業主婦 女性 100

40 ～ 49歳
独身者・単身者 男性 50 女性 50
共働き世帯 男性 50 女性 50
専業主婦 女性 100

50 ～ 59歳
独身者・単身者 男性 50 女性 50
共働き世帯 男性 50 女性 50
専業主婦 女性 100

60 ～ 79歳
独身者・単身者 男性 50 女性 50
共働き世帯 男性 50 女性 50
専業主婦 女性 100

備考：共働き世帯については、主に購入する回数が多い者に回答してもらった。

表　調査の年代・属性区分別サンプル数

スーパー
マーケッ
ト・生協等

コンビニエ
ンスストア

百貨店・デ
パート

弁当屋・惣
菜店

生協等の
宅配

ネットスー
パー

その他

男性 93.0 38.4 5.2 8.5 0.7 1.8 1.1
女性 95.2 35.1 11.1 3.0 1.8 0.7 1.1
男性 93.0 31.8 7.4 6.2 1.6 0.4 0.4
女性 96.6 24.6 9.7 3.4 4.1 0.7 0.7

97.4 25.2 8.0 4.8 2.6 3.2 0.2専 業 主 婦

（n=1607）

独身者・単身者

共 働 き 世 帯
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8.2 5.1 2.2 1.7 0.6
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（％）

図１　カット野菜・サラダの購入場所（複数回答）
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購入されているカット野菜・サラダの種
類をみると、「スーパーマーケット・生協
等」は、生食用簡便野菜が72.4%と最も
高く、次いで味付け・調理されたサラダが
５4.6％、調理用簡便野菜が43.9％となっ
ている。「コンビニエンスストア」は、生
食用簡便野菜が65.8％、味付け・調理さ
れたサラダが62.1％といずれも60％を超
えており、調理用簡便野菜は、28.0%と
低くなっている。「百貨店・デパート」お

よび「弁当屋・惣
そう

菜
ざい

店（注２）」は、味付け・
調理されたサラダが約８割と突出して高く
なっている。「生協等の宅配」および「ネッ
トスーパー」は、サンプル数が少ないこと
に留意が必要だが、生食用簡便野菜が約６
割、調理用簡便野菜が約５割となっている
（図２）。

注２：本調査においては当該名称を用いているの
で、当報告においてもこの名称を用いるこ
ととする。

（２）購入理由
カット野菜・サラダの購入理由をみる
と、「生鮮野菜の価格にかかわらず、利便
性・経済性を考えて購入する」が43.6％
と最も高く、次いで「通常は生鮮野菜を購
入するが、下ごしらえする時間がない場合
に購入する」が37.4％となっており、「生
鮮野菜の価格が高いときに代替として購入
する」は16.9％と低くなっている（図３）。
属性区分別にみると、「生鮮野菜の価格

にかかわらず、利便性・経済性を考えて購
入する」割合は、独身者・単身者（男性）
において、64.2％と特に高く、独身者・
単身者（女性）および共働き世帯（男性）
も約５割を占めている。「通常は生鮮野菜
を購入するが、下ごしらえする時間がない
場合に購入する」割合は、共働き世帯（女
性）および専業主婦において高くなってい
る。

スーパーマーケット・
生協等

コンビニエンスストア 百貨店・デパート 弁当屋・惣菜店 生協等の宅配 ネットスーパー

（n=1534） （n=483） （n=132） （n=82） （n=36） （n=27）
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（％）

図２　購入されているカット野菜・サラダの種類（購入場所別；複数回答）

注：「生協等の宅配」「ネットスーパー」は、回答サンプル数（Ｎ数）が少数であることに留意が必要。
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（３）購入頻度
購入頻度は、生食用簡便野菜の場合、「週
に１～２回程度」が26.8%と最も高く、
これに「ほとんど毎日」と「週に３～４回
程度」を合わせた「毎週購入する」は、約
４割を占めている（図４）。調理用簡便野
菜の場合、「週に１～２回程度」が17.5％
で最も高く、「毎週購入する」は約２割と
なっている（図５）。味付け・調理された

サラダの場合、「１か月に２～３回程度」
が24.2％で最も高く、次いで「週に1~2
回程度」が20.2％で、「毎週購入する」は
約２割となっている（図６）。
属性区分別にみると、「毎週購入する」
は、いずれの種類においても独身者・単身
者（男性）が最も高く、特に生食用簡便野
菜では、53.5％と高くなっている。一方、
専業主婦の購入頻度は、低くなっている。
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図３　カット野菜・サラダの購入理由

図４　生食用簡便野菜の購入頻度



55野菜情報 2016.6

（４）購入価格
カット野菜・サラダの購入価格は、生食
用簡便野菜および調理用簡便野菜では、
200円未満（100円未満＋ 100～200円
未満の計）がそれぞれ約８割、約７割を占
め、比較的低単価の商品が購入されてい

る。一方、味付け・調理されたサラダでは、
200円以上（200～300円未満＋ 300～
400円未満＋ 400～500円未満＋ 500円
以上の計）が約５割を占め、比較的高単価
の商品が購入されている（図７）。
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図５　調理用簡便野菜の購入頻度

図６　味付け・調理されたサラダの購入頻度
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（５）利用メリット
カット野菜・サラダを利用することによ
る利便性やメリットを具体的にどのように
感じているかは、生食用簡便野菜および調
理用簡便野菜では、「家庭での調理時間を
節約できるから」が約６割と最も高く、次
いで「生鮮品を使用して調理すると１回で
使い切れないから」が約４割、「好きなも
のを選んで購入できるから」が約２割と
なっている（図８、図９）。味付け・調理
されたサラダでは、「家庭での調理時間を
節約できるから」が約６割と最も高く、次
いで「好きなものを選んで購入できるか

ら」が約５割、「生鮮品を使用して調理す
ると１回で使い切れないから」は、約２割
となっている（図10）。
属性区分別にみると、「家庭での調理時
間を節約できるから」は、生食用簡便野菜、
調理用簡便野菜、味付け・調理されたサラ
ダいずれも共働き世帯（女性）および専業
主婦において約７割を占め特に高くなって
いる。「生鮮品を使用して調理すると１回
で使い切れないから」は、いずれの種類に
おいても男女を問わず独身者・単身者の割
合が高くなっている。
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図７　カット野菜・サラダの購入価格
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図８　生食用簡便野菜の利用理由（複数回答）
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（６）購入回数の増減
購入回数を１年前と比較するといずれの
種類も「変わらない」が約７割を占め、次
いで「購入回数が増えた」が約２割、「購
入回数が減った」は約１割程度となってい

る（図11、図12、図13）。
属性区分別にみると、「購入回数が増え
た」のは、いずれの種類においても独身
者・単身者（女性）、共働き世帯（女性）
の割合が比較的高くなっている。
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図９　調理用簡便野菜の利用理由（複数回答）

図10　味付け・調理されたサラダの利用理由（複数回答）



58野菜情報 2016.6

23.2

19.6

25.4

21.4

26.6

23.1

65.3

72.8

61.3

71.0

62.7

61.8

11.5

7.6

13.3

7.6

10.7

15.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合計（n=457）

独身者・単身者（男性）（n=250）

独身者・単身者（女性）（n=248）

共働き世帯（男性）（n=238）

共働き世帯（女性）（n=244）

専業主婦（n=477）

（％）

17.2

16.7

20.8

13.5

18.8

16.8

68.6

73.6

63.4

75.8

63.8

67.3

14.2

9.7

15.8

10.6

17.4

16.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合計（n=1220）

独身者・単身者（男性）（n=216）

独身者・単身者（女性）（n=202）

共働き世帯（男性）（n=207）

共働き世帯（女性）（n=207）

専業主婦（n=388）

購入回数が増えた 変わらない 購入回数が減った

（％）

16.6

15.7

17.1

14.0

18.7

16.8

66.7

72.7

63.7

71.2

68.3

62.2

16.8

11.6

19.2

14.8

13.0

21.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合計（n=1450）

独身者・単身者（男性）（n=242）

独身者・単身者（女性）（n=245）

共働き世帯（男性）（n=236）

共働き世帯（女性）（n=246）

専業主婦（n=481）

購入回数が増えた 変わらない 購入回数が減った

（％）

図11　生食用簡便野菜の購入回数の増減

図12　調理用簡便野菜の購入回数の増減

図13　味付け・調理されたサラダの購入回数の増減
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（７）カット野菜・サラダを購入する際の意識
ア　生鮮野菜が高い時の代替品
生鮮野菜が高い時の代替品は、男女とも
に「カット野菜」が最も高い。次いで女性

では、「冷凍野菜」が高くなっているが、
男性では、「特に代替商品は買わない」が
高くなっている（図14）。

イ　味のイメージ
家庭で調理する場合と比較した味のイ
メージは、生食用簡便野菜および調理用簡
便野菜では、「家庭と変わらない」が５割
以上となっている（図15、図16）。一方、
味付け・調理されたサラダでは、家庭で作
る場合より「おいしい」が約５割を占めて
いる（図17）。

属性区分別にみると、生食用簡便野菜、
調理用簡便野菜用ともに、「家庭と変わら
ない」が過半数を占め、特に独身者・単身
者（男性）においては、約６割を占めてい
る。味付け・調理されたサラダでは、どの
属性区分でも「おいしい」が５割以上を占
め、特に独身者・単身者（女性）の割合が
高くなっている。

カット野菜 冷凍野菜 惣菜 漬物

特に代替商
品は買わな
い

その他

男性 49.4 21.4 15.1 25.8 35.1 0.4
女性 53.9 35.4 12.5 25.8 26.6 0.0
男性 49.6 19.8 12.8 21.3 33.7 0.4
女性 58.6 37.7 12.7 23.5 23.9 1.1

53.6 40.6 13.9 18.0 26.5 0.9専 業 主 婦

(n=1607)

独身者・単身者

共 働 き 世 帯

53.1

32.7

13.5

22.1

28.7

0.6
0

20

40

60

（％）

図14　生鮮野菜が高い時の代替品（複数回答）
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図15　生食用簡便野菜の味のイメージ
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図16　調理用簡便野菜の味のイメージ

図17　味付け・調理されたサラダの味のイメージ



61野菜情報 2016.6

ウ　今後購入する際に重視する点
今後購入する際に重視する点は、「購入
しやすい価格」と「国産を使用した、安全・
安心の品質」が６割を占めており、次いで
「鮮度や日持ち」が５割、「野菜の種類の多
さ」が４割となっている（図18）。

属性区分別にみると、「購入しやすい価
格」は、男女の独身者・単身者の割合が高
く、「国産を使用した、安全・安心の品質」
と「鮮度や日持ち」は、共働き世帯（女性）
および専業主婦が高くなっている。

４　さいごに
生食用簡便野菜は、スーパーマーケッ
ト・生協などで主に購入され、家庭での調
理時間の節約など簡便性が重視されてい
る。一方、味付け・調理されたサラダは、
他の種類より購入価格は高いものの、家庭
で作る場合よりもおいしく感じている人が
多く、百貨店・デパート、弁当屋・惣菜店
などで購入されているなど、種類に応じて
利便性に加えて味も重視しつつ購買方法を
選んでいることがうかがえる。
また、カット野菜・サラダを購入する上

で、購入しやすい価格、国産野菜を使用し
た安全・安心の品質、鮮度、種類の多さな
どが重視されており、今後も単身世帯や高
齢者世帯の増加、核家族化の進展、消費者
の簡便化志向の高まりなどによりカット野
菜・サラダの需要は引き続き増加していく
と考えられる。
平成27年度カット野菜・サラダの消費
動向調査の詳細な調査結果については、機
構のホームページに掲載されているので、
参考にしていただきたい（http://www.
alic.go.jp/content/000124081.pdf）。

購入しやす
い価格

国産を使用
した、安全・
安心の品質

鮮度や日持
ち

野菜の種類
の多さ

特にない その他

男性 67.2 43.9 47.6 36.9 10.7 1.1
女性 69.0 65.3 55.4 46.1 5.5 1.5
男性 56.2 52.3 46.1 36.0 7.0 0.4
女性 61.9 72.8 57.5 45.9 2.2 0.7

63.1 69.4 58.3 44.7 4.6 1.5専 業 主 婦

(n=1607)

独身者・単身者

共 働 き 世 帯
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42.4

5.8
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図18　今後購入する際に重視する点（複数回答）




